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はじめに
フ ァン タジーとは なにか?こ の魅 力的なテ ーマをめ ぐって、19世紀 フラン スの作家 ジ ョル ジ
ュ ・サン ド(1804-1876)の子供 向けの作品を検討す る ことは、 フ ラン スの児童文学 の歴史 をた
どることに もなるだ ろ う。 フ ァン タジーとは、そ もそ も文学 の発祥源であ る口承文芸、 ことに
昔話 と、18世紀 ごろか ら形成 され る リア リズム小説をそ の母体 とす る。 したが って オーノア夫
人や シ ャルル ・ペ ローに親 しみ、19世紀 ロマン 主義文学 及び リア リズム文学 を知 るジ ョル ジ
ュ ・サン ドに フ ァン タジー作家 としての一面が認 め られ た として も不 思議 ではない。『ピ ク ト
ル デ ュの館』五θC擁初%4θP伽o短%(1873)は、夢みが ちな少女 デ ィアーヌが亡 き母 の面影に導
かれて 肖像画家 と して 自立す るまで の成長を描いた作品であ る。夢 と現実 の世界を描いた物語
が フ ァン タジーであ るとす るならば、 この作品は紛れ もな く現実 と非現実 の交錯か らなる一種
のフ ァン タジ ーでは ないだ ろ うか。rピ ク トルデ ュの館』 を中心に彼 女が最晩年 に到達 した フ
ァン タジーの世界を検討 したい。
1『 ピク トルデ ュの館』の成立事情 とカ レーニ ンの説
ジ ョル ジ ュ ・サン ドは晩年、故郷であ るフラン ス中部 のベ リーにあ るノアン の館にいて、村
人か らは 「ノアン の良い奥方 さま」BonneDamedeNohantと慕われ、館には デ ュマ ・フ ィス、
フ ローベ ール、 ツル ゲーネフとい った名高い客や友人た ちが訪れた。サン ドは この時期に、息
子 のモー リスと共に孫娘た ちのために人形芝居を催 した り、音楽に興 じた り、お話を語 って聞
かせた りす ることを なに よ りの楽 しみに していた とい う。孫娘 オー ロール とガブ リエルを教育
す る うちに生 まれた13のコン トは、1872年か ら1875年の間にr両 世界評論』誌 一Revuede,一Dθ%κ
ル1碗4θとrル ・タン 』紙L.Tempに 相 次いで発表 され る。 これ らの作 品はr祖 母 の物 語』
Co漉s4励 θg%侃4励勿 とい う総題 の もとに、1873年、rピ ク トルデ ュの館 』を題 名 とす る一
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巻が ミッシ ェル ・レヴ ィ社か ら、ついで1876年には カル マン ・レヴ ィ社か らrも のをい う樫 の
木』L.C能紹 ρα71α刎 が 出版 され、上下二巻 となった。上巻 の表題作 となった 『ピク トル デ ュ
の館』は、そ の中 の一番長い物語であ る。
サン ドは早い時期か ら子供 向け のコン トを書いていた。そ の理 由と しては子供時代か らの興
味に加えて、児童文学 の世界的流行が影響 した ことがあげ られ る。 ロマン 派 の作家た ちが競 っ
て童話に着手 した のであ る。若い頃にはバルザ ックと共に 『パ リの雀 のお話』(1832)とい う未
発表作 品を書 いてい る。『雪 の王様』(1837)は娘 のン ラン ジ ュのために構想 した ものだが、 こ
れ も未発表 のため 内容は 明らかでは ない。題名か らは アン デル セン の 『雪 の女王』(1844)を連
想 させ る。1850年のrほ ん と うのグ リブイ ユのお話』は 「避け よ うと思 っていた難儀に飛び込
んで しま うグ リブイ ユ」(D'apr6sGribouille,quisejetteal'eaucraintedelapluie.Seditde
celuiqui,pour6viterunmal,sejettedansunpire.)とい う有名 な諺を使用 してい る。1859年、
フ ィガ ロ紙 に載 ったr走 る妖精』。1865年に書かれた幻想的 コン トr盃 』 な どが あ る。 フラン
スにおけ る児童文学 の流行には 出版者エ ッツ ェル の寄与す るところが大 きい。エ ッツ ェルはサ
ンドの長年 の友で、サン ドや ジ ュール ・ヴ ェル ヌの作品を数多 く出版 してい る。サン ドの身近
な人物 の作品をあげ ると、恋人 であ った ミュ ッセに よるr白 つ ぐみ物語』、そ の兄 ポール ・ド・
ミュッセにr風 氏 と雨夫人』、サン ドに植物学 の手ほ どきを した ジュール ・ネ ローにrわ が娘
の植物学』 などがあ る。 こ うした事情か らサン ドが晩年に再び児童文学に 向か った のは 自然 の
成 り行 きであ った と言え よ う。
ジ ョル ジ ュ ・サン ド研究 の古典的名著 となってい る伝記に ウラジ ミール ・カ レーニン の 『ジ
ョル ジ ュ ・サン ド そ の生涯 と作品』Gθo㎎θS雌4βα伽 θ≠sθsα脚 郷 があ る。 カ レーニン に
よればサン ドの晩年は 「晴れやかで、輝か しい」 ものであ り、幾多 の苦悩 と長い探求 の末に、
宇宙 の完全 な総合、 まさに宗教的理想 ともい うべ き境地に到達 した のだ とい う。 カ レーニン は
このよ うに晩年を評価 しなが らも、サン ドの孫娘 のために書かれた作品に対 してはあ ま り好意
的では ない。
文学上の異端者として非難されるのも顧みず、われわれはこれらのコン トが真実の詩を欠
いていると断言するだろう。もしアンデルセンのコン トや ドイツやスラブのコン トと比較
する場合はなおさらのことである。さらにそれらのうちの大部分は子供たちに理解された
り、彼らを楽 しませるようにはほとんど作られていない。われわれの批判はとりわけこれ




「ピク トル デ ュの館』 に おけ る フ ァンタ ジー
アン デル セン のコン トや、 ドイ ツ、 スラブのコン トと比べ るとサン ドのコン トは 「教訓」が
強す ぎて 「真実 の詩」を欠いてい ると、サン ドの子供 向け コン トを非難 してい る。果た してそ





確か にサン ドの コン トに は これ らの特徴 が認め られ るだろ う。『ピ ク トル デ ュの館』 の主人
公 デ ィアーヌは画家 となるために懸命 な努力をす る。生家を離れて まで も絵画や歴史を学びた
い とい う欲求を もち続け る。そ してついには対立 していた継母を も愛す るよ うに なる。 この作
品は カ レー ニン のあげた三点 のいず れの条件 も満 た してい る。r祖母の物語』 の他 の作 品につ
いて もまた 同様であ る。 しか し、 も う一つ最 も重要 な点を カ レーニン は忘れてい ないだ ろ うか。
それはサン ドのコン トの最大 の特徴であ る空想的側面であ る。本論では この点に注 目しなが ら
『ピク トル デ ュの館』でサン ドが伝えたか った ものは一体何かを探 ってみたい。
]1フ ァンタジーの構造
ジ ョル ジ ュ ・サン ドの作品が フ ァン タジーであ るか否か、また カ レーニン のい う「真実 の詩」
の有無を議論す るには、少 な くとも次 の三つ の文学 ジャン ル の識別を行 う必要があ る。
(1)メル ヒェン(昔話)
(2)コント・フ ァン タステ ィ ック(幻想怪奇謳)
(3)ファン タジー
まず昔話 とい うのは、 シャルル ・ペ ローの 『昔話』研s云o吻sOCo漉sd;tempspass別名
『ガチ ョウおば さん のお話』Comesdemamerel(加や グ リム兄弟 の 『子 どもと家庭 のため の
メル ヒェン』1伽4傑 襯41肋 鰐磁76加π のこ とを さす。す なわ ち昔 か ら民間に伝 え られて きた
口伝え の文芸 のことで、 ドイ ツでは 「メル ヒェン」(Marches)、フラン スでは 「コン ト・ド・
フ ェ」(Contedefee)、英語 では 「フェア リー ・テイルズ」(Fairytales)と呼ばれてい るもの
であ る。 フラン スのサ ロンを思わせ るペ ロー、素朴 な味わい のグ リムと、それぞれ趣を異にす
るが、例えば 「シン デ レラ」や 「白雪姫」 のよ うな話を さ してい る。妖精や魔物が登場 し、超
自然的 な出来事が起 こる。昔話 の様式理論 を研 究 したスイスのマ ックス ・リュテ ィMaxLUthi
に よれば、昔話には人間 の通常 の世界 と、超 自然的世界 との間に精神的断絶が ない。 グ リムの
r蛙の王様』において、蛙が姫に 口を きいて も姫はい っこ うに驚か ない。 この昔話 の特性を リ
ュテ ィは 「一次元性」eindimensionalであ るとみなす3)。
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次に コン ト・フ ァン タステ ィックとは、一般に ロマン 派 の時代に ドイ ツ文学 の影響 などか ら
流行 した恐怖小説 の類を さす。 ジ ョル ジ ュ ・サン ドも、 ホフマン に共鳴 して幻想的 な作品を書
いた一 時期が あ った。教会 の地下埋葬所 の身 の毛 もよだつ殺人を描 いたrス ピ リデ ィオン 』
(1839)はそ の代表的 な作品であ る。18世紀か ら19世紀にかけて ヨー ロッパや アメ リカでは この
よ うなゴシ ック ・ロマン と呼ばれ る一群 の幻想的怪奇謳が数多 く生み 出されてい る。 日本を代
表す るフ ァン タジー 『だれ も知 らない小 さな国』 の作者佐藤 さとるに よれば、 コン ト・フ ァン
タステ ィックは 「創作 された メルヘン 」(アン デル セン など)にた い して、「創作 され た伝 説」
とい った構 造 を持 って い る。 イ ギ リス ・ゴシ ック ・ロマン の終 焉を 飾 った 『ドラキ ュラ』
(1897)を例にあげ、「これが も ともとの伝説 でな く、創作 である ことを知 っている人 は案外少
ない」 と述べてい る。 また前述 の リュテ ィを引用 し、 コン ト・フ ァン タステ ィックにおいては
人間 の現実世界 と幻想怪奇 の世界はは っき りと隔て られてお り、 フ ァン タジーと同様 「二次元
性」がそ の特性であ るとい う。それゆえ主人公は実際 の人間 と同 じく、妖怪や魔物に 出会 って
恐怖に陥 るのであ る。 フ ァン タジーについては 「メルヘン を母 と して、 リア リズムを父 と して
生 まれ た」 といい、「ロマン 主義 のあ とに起 こった リア リズムの延 長線上で本格的 な形 式を持
つ」 と指摘 してい る4)。
児童文学者 の神宮輝夫は フ ァン タジーを 「超 自然 の要素を含み、小説展開 のあ る物語で、読
者に驚異 の念 を呼びお こす作 品」 と定義 し、「種類 が多 いので、簡単にひ とつ にま とめ ること
はで きない」 と述べてい る5)。た とえば 『オ ズの魔法使 い』Th.翫1π4θ吻 〔 怖2αz4げ(),や
rナル ニヤ国物語』翫 編 α.BoO廊rムー ミン』κ0〃Z吻.鮪競 などには人物 の描 き方や話 の進め
方に昔話に近い ものがあ る。日常生活の中に超 自然が入 り込んで くる 「エ ブ リデイ ・マジ ック」
にはイ ギ リスのフ ィリッパ ・ピアスの 『トムは真夜中 の庭で』Tom'sMidnightGardenやメア
リー ・ノー トンの 『床下 の小人た ち』TheBorrowerがあ る。 また神話や伝説を語 る叙事詩 の
世界に似たエ ピック ・フ ァン タジー(ハイ ・ファン タジー)と呼ばれ るフ ァン タジーが1960年代
に大流行 してい る。エ ピック ・フ ァン タジーは昔話 とは異 なる一次元性 の背景世界を もつ もの
であ る。神話 の世界に近い ものが多 く、現実 と非現実 とい う二重構造を持た ないかわ りに、非
現実 な世界そ のものを、作者 の独創ですべてつ くりあげて しま う。 トールキン のr指 輪物語』
丁肋Fθ〃伽 訥勿ofth-Rindやア メ リカのアー シュラ ・ル ・グウ ィンの 『ゲ ド戦記』TheEar
誘sθα∂oo廊などがそ の代表的 なもので、ほかに もSF系 の分野には このタイ プが多い。前述 の
佐藤 さとるは、一次元的背景世界を持つ ハイ ・フ ァン タジーよ りもむ しろ、二次元性 の世界を
持 ち、現実 の世界 と非現実が ま じりあ うエ ブ リデイ ・マジ ックの方を正統 の形式 とみ な してい
る。 このフ ァン タジーの 「現実/非 現実」 とい う二分法はイ ギ リスで生 まれた とされ るが、今
日フ ァン タジーを世界的視野か ら見 ると、必ず しも判断 の基準には ならないだ ろ う。 しか し、
ルイ ス ・キ ャ ロル と同時代 のサン ドにあ っては まだ有効であ ると考え られ る。
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て広げたもの」とし、それに対 してファソタジーは 「一人の作者の心の中(内面世界)にはい り
こんで物語る形式」と定義 している。ではrピ クトルデュの館』における物語の構造はどのよ
うになっているのだろうか。
皿 『ピク トルデ ュの館』 はフ ァンタジーか?
ジ ョル ジ ュ ・サ ソ ドは 『ピク トル デ ュの館』 のは じめに孫娘 のオー ロールにあてて次 のよ う
に言 ってい る。
問題は妖精がい るか、それ ともい ないか とい うことを知 ることです。お まえは人が メル ヴ
ェイ ユーmerveilleuxが好 きな年頃ですか ら、わた しは、 同 じくお まえ のだいす きな自然
の中にそれが存在 してい くれればいい と思い ます。
わた しと しては、妖精は存在す ると思い ます。 も し存在 しなければ、お まえにあげ よ う
た ってあげ られ ないで しょうか ら。(下線 と和訳 は筆者 に よる)6)
この献辞 に よると、サ ソ ド自身 は この コソ トを 「妖精 」の登場す る 「メル ヴェイユ ー(超自
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然的 な もの)」で ある と考 えて いる。サン ドは幼 い ころか ら妖 精 の話 が好 きで あ った。 自伝
『わが生涯 の歴史』研s云o吻4θ脚 伽 に よれば、 ノアン には オーノア夫人やペ ローの本があ り、
幼いサン ドに大 きな喜びを与えていた とい う。
JetrouvaiaNohantlescontesdemadamed'AulnoyetdePerraultdansunevieille6di-
tionquiafaitmesd61icespendantcinqousixann6es.Ah1quellesheuresm'ontfaitpasser
五'αsθα励1θ%,五 θ」Rθガ≠」Ro%6θち 」Rθα%4二肋 θβ θ1Zθ一Belleoule伽alienFortune,Serpentinver
13α∂づ01θ,etJ,αSOZ47づSbig吻客Sαπ云θ17)
冬 の夜には母がベル カンBerquinやジャン リス夫人madamedeGenlisの『お城 の集 い』五θs
階116θsd26擁磁%を 読 んで聞かせて くれ た。その時の夢想は強烈 でサン ドの幻想趣味 の最初
のものとなった。昔話や童話に心躍 らせた子供時代 の感動を孫娘に も与えたか った のであ る。
では 『ピク トル デ ュの館』 は昔話 なのだ ろ うか?そ れ ともコン ト・フ ァン タステ ィックなのだ
ろ うか?確 かに 「継母」 や 「孤 児」 とい った主人公 の身分の設 定な どには昔話的 な要素を認め
ることがで きる。 また ピク トル デ ュの館 の妖精 の着物 の描写 などに も、ペ ローのコン ト、た と
えばrろ ば の皮』にでて くる描写 と同様、金、銀、宝石類を ち りばめた昔話 の語 り口に固有 の
美意識に彩 られてい る。 しか しサン ドは さらに 「フ ァン タステ ィク」 の要素について も次 のよ
うに言 ってい る。
「親愛 なる レヴ ィ、お よそ一年前か ら私がr両 世界評論』に発表 した三つ のコン ト・フ ァ
ンタステ ィック 〈コア ックス女王〉〈バ ラ色 の雲〉〈勇気 の翼〉に、1865年5月1日に
も雑誌に発表 してい る 〈盃〉 と題す る御伽話 とい うか幻想的 な物語を加えて一冊に して く
だ さって もいいです。」(1872年12月20日,MichelL6vy宛,No.16425)8)
サン ドはやがてr祖 母 の物語』 と して まとめ られ るコン トの第一作 と してrコ ア ックス女王』
を書いた とき、は じめ の うちは編集者 ミッシ ェル ・レヴ ィの意見に従 って副題に 「コン ト・フ
ァン タステ ィック」(幻想的 なお話)とい う語をつけ よ うと した。 しか し実際はそ の語を削除 し
た のである。 なぜなのか?1873年6月19日の レヴィ宛 の手紙9)でサン ドは彼 に 「わ た しの コン
トにおいては、 フ ァン タステ ィックは きわめて軽い ア レゴ リーの形で存在 してい ます ので、 も
っとつつ ま しい、 もっとぴ った りした形容詞が望 ま しか った のですが見つか りません。 まだそ
れを見 つけ る時間 があ りますか?」 とたずねて お り、 「ファン タステ ィ ック」 とい う形 容詞に
満足 してい ない節が見受け られ るのだ。結局、総 タイ トルは フラン スの昔話において伝統的に
使用 されて きたr祖 母 の物語』 となったわけだが、サン ドが ここで見つけ よ うと して見つけ ら
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れ なか った 「フ ァン タステ ィックとは別 の単語」 とは 「フ ァン タジー」 とい う語では なか った
だ ろ うか?で は具体 的に 『ピク トルデ ュの館』 の構成 を検討 してみ よ う。
物語は都か ら遠 く離れた寂 しい土地 の描写か ら始 まる。8歳 の主人公 のデ ィアーヌは父 とと
もに旅 の途 中、「ものをい う立像」 に招かれ伝説 の城 ピク トルデ ュに泊 まる ことにな る。 フ ァ
ンタジーにおいては主人公 は しば しば旅 な どの場所 の移動(d6paysement)からス ター トす る。
そ して フ ァン タジーがお こる時、主人公は しば しば眠気におそわれた り、ぼんや りした りして
夢か うつつ か とい うよ うな状態 に陥 ることが ある。r不思議 の国のア リス』 で もア リスは姉が
本を読んでい る うち、眠気に襲われ る。そん なときにチ ョッキを着た ウサ ギが現れそ の後をつ
いて行 くのであ る。rピ ク トル デ ュの館』 におけ る主人公 の異世 界への旅 のは じめは同様 の睡
眠状態か らは じまる。
デ ィアーヌもお な じく眠 っていま した。 そ うで したね?と ころが、ほん とは、眠 っていた
か ど うか、わた くしにはわか りません10)。
物語の語 り手である 「わた くし」は、ディアーヌの体験を夢とも現実ともつかない、あいま
いな状態に置き、妖精が実際に現れたことを読者に実感させようとしている。この手法はファ
ンタジーのそれと同じではないだろうか?
壁にかかれていた、形 もさだかで ない水 の精は、 目もさめ るばか りの美 しい、生 きた女に
なってい るので した。
そ の女は、少女 のす ぐそば まで くると、そばにねてい る父親には さわ らずに、 デ ィアー
ヌの額 の上にかがみ こんで、そ の上に くちび るをお しつけ ま した。そ の時、 デ ィアーヌは
そ の女 の くちび るのやわ らかい音を ききま したが、額には なんに も感 じませんで した。少
女はそ の人 の首に腕を まきつけ、そ の人をひ きとめ よ うと しま した。 しか しデ ィアーヌの
抱いた ものは、ただ の影 で した。...妖精 の手 が少女 の手 をに ぎって も、相変わ らず なん の
手 ごたえ も感 じられ ませんで した。 しか し、何か気 もちのいい さわやか な感 じが身 うちを
は しった よ うな気が しま した。(下線 は筆者 に よる)11)
「額にはなんにも感 じませんでした」、「手 ごたえも感 じられませんでした」、「ただの影でした」
と言いながら、妖精の実在を信 じさせる描写 「生きた女になっているので した」、「くちび
るの音をききました」「何かさわやかな感 じが身の うちをはしったような気が しました」と表
現 している。ファンタジーの作者は異世界への旅が読者に信 じられるように、巧みに リアリズ
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ムを駆使す る。実際には起 こ り得 ない ことを起 こ り得たか も しれ ない と信 じられ るよ うに、で
あ る。
こ うして デ ィアーヌは寄宿 していた マン ドの修道院で病気に な り、父に連れ られ南仏 アルル
に近い別荘に 向か う途中、馬車 の事故で荒れ果てた古城 ピク トル デ ュに泊 まることに なる。そ
の晩、夢 の中で伝説 のヴ ェールをかぶ った妖精が現れ、昼間 のさびれた様子 とは打 って変わ っ
たすば ら しい館 の内部を案 内す る。 この最初 の ピク トル デ ュの館 の出現 の裏には、 デ ィアーヌ
の現実 の不幸、す なわ ち継母が デイ アーヌを邪魔に して修道院に入れた ことが想定 され る。彼
女 の病弱で夢見が ちな性格 も複雑 な家庭 の事情に 由来す る。
第二 のデ ィアーヌの不幸は、継母 ロール夫人が彼女を美 しく飾 り立て人形 のよ うにかわいが
るだけで、絵画や歴史を勉強 したい とい う内的 な欲求を満た して くれ ない ことにあ る。彼女は
再び病気が ちに な り、 ピク トル デ ュの美 しい ミューズのことばか り考え る。
第三 の現実生活におけ る苦悩は最 も耐え難い ものであ る。 しか し、 このもっとも耐え難い苦
痛が最 も強烈 な夢 と結び付 き啓示へ の第一歩 となる。それは ロール夫人が デ ィアーヌの本当 の
母親 の悪 口を言 った ことであ る。亡 き母に対す る思慕 の念がつ の り、少女は高い熱に うなされ
る。夢 の中に ピク トル デ ュのヴ ェール の妖精が現れ、「わ た しの顔 を探 して」 と頼む。
以上が前半 のアウ トライン であ るが、後半は父親 と第二 の父親 ともい うべ きフ ェロン博士 と
の関係が深 く絡 まって くる。第四 の障害は、 肖像画家 と して知 られ る父親 と、絵 の勉強を始め
た デ ィアーヌの芸術上 の対立であ る。世俗に こび装飾的 な手法を得意 とす る流行画家 の父は、
地味で写実的 な娘 の絵をけ なす。父に理解 され ない デ ィアーヌは、亡 き母 の肖像画を描 くこと
が 自己 の使命であ ると心に決め る。再び ピク トル デ ュの ミューズが夢に現れ、館 の廃嘘 の中か
ら自分 の顔を探 して くれ と懇願す る。 デ ィアーヌは赤い メノウの うきぽ りを見つけ る。
「これがわた しです。お まえ の ミューズ、お まえ のおかあ さんです。お まえが まちがいで なか
った ことを見せてあげ よ う」(《Enfin1s'6crialafey,mevoila!C'estbienmoi,tamuse,ta
m6re,ettuvasvoirquetunet'espastromp6e1》)と言 って妖精が ヴ ェールを ときかけた とき
夢が覚め る。
第五 の不幸は家庭 の崩壊であ る。今は落 ち 目となった父が破産 し、 ロール夫人は家をでて し
ま う。 デ ィア ーヌは深 く悲 しむ。 その翌朝夢 中で鉛筆 を動 か して る と、 「わた しはそ こにい ま
す。や っと見つけて くれ ま したね」(《Jesuisla,tum'astrouv6e.》)とい うや さ しい声が聞 こ
え、 デ ィアーヌは父か ら預か っていた亡 き母 の肖像画を見 ることな く自分 自身 の想像力に よっ
て母 の姿を浮かび上が らせ ることに成功す る。 この奇跡が彼女に芸術家へ の道を開 く。
肖像画家 と して生計を立て始めた デ ィアーヌの前に立 ち塞が った最後 の障害は、芸術 と義務
との両立 の悩みであ る。父 の破産を救い、帰 って来た ロール夫人 と うま く折 り合 って暮 らす と
い う日常 の義務 と、 自己を偽 ることのない真 の芸術は果た して両立す るのか?こ の問題に悩む
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彼女は再び ピク トル デ ュを訪れ る。顔 のない立像 の足元に手を触れ ると 「お まえ の未来 のこと
について の心配は母 の魂に まかせ るがいい」(《Laisselesoindetonaveniral'amematernelle
quiveilleentoietsurtoi.》)とい う声が聞 こえ、義務 と芸術は両立す ること、そ して苦 しみに
耐え ることこそが才能を伸ばす ことにつ なが ると教え る。 この啓示以来 ピク トル デ ュの館は常
に少女 の記憶 の中に存在 し、望む ときに現れ るよ うに なる。そ して デ ィアーヌは有名 な画家 と
な り、幸福 な結婚を して物語は終わ る。以上 のあ らす じを デ ィアーヌについて表に まとめ ると
次 のよ うに なる。
現 実 ピク トルデ ュの館(夢)
1 継母によって修道院に入れ られ
原因不明の熱病におか される。





ピク トルデ ュの妖精 の ことばか り考 える。
3 継母 ロール夫人 が母 の悪 口を言 う。
デ ィアー ヌは熱 に うな され る。




廃嘘 の中か ら自分 の顔 を探 して と懇願す る。
赤 い メノウを見つ けるが夢 が さめる。
(Lafigurecherch6e)
5 家庭 の崩壊。父 の破産。 ロールは家 を出る。
母 の肖像画完成。
「わ た し は こ こ に い ま す 」
(Lafigureretrouv6e)
6 芸術 と義務の両立の悩み。 「おまえの未来は母の魂にまかせなさい」
以上のように、現実から夢へとい うパターンが六度も繰 り返されてこの物語は成立 している
のである。そ して ピクトルデュの妖精が住む非現実の世界は常に主人公の現実の世界と対応 し
ていることが分かる。現実における主人公の不幸や不安が願望となって空想の世界を生んだの
である。心理学的に解釈すれば、意識界に対する無意識界と捉えることができる。このことか





た している。では第三の特質について、作者サン ドの内面世界に入 り込んで物語った話である
かどうか検討 してみよう。
lV母の面影
子供時代のサン ドは家庭的な愛情に恵まれていない。父がサン ドの幼いときに亡 くなり、ノ
アンの館で祖母と母の対立の日々が続いた。そ して母はついにパ リに出発 して しまう。残され
たサン ドは辛い思いをする。自伝に母との別離は 「幼年期における唯一の苦悩」と記 している
ほどである。このことがサン ドの幼年期における心の傷となり、絶えず回帰せざるを得ない原
点ともなったのである。
母との別れは、母にたい しては理想化をつのらせ、祖母にたい しては反抗心をいだ くことと
なる。この 「二人の母の対立」とい う問題が 『ピクトルデュの館』の実母と継母のテーマとな
ったのではないだろうか。
自伝的作品 π獅o吻4θ〃zα加θに 「壁紙か ら抜け出る妖精」の記述がある。サン ドが7・8歳
ごろのことである。ノアンの部屋にはギリシア神話の肖像画が描かれた壁紙が張 り巡らされて
いた。その中にとくに気に入っていた妖精がいた。毎朝サン ドがめざめると妖精はやさしくほ
ほえみかけた。ところが冬になってベ ッドの位置が変わると、妖精のかわ りに恐ろしいバ ッカ
ス神の巫女ばか りが見えるようになった。恐ろしい巫女は、真夜中になると人間の大きさくら
いになり、妖精をその肖像画から引き離そ うとする。妖精は叫び声をあげサン ドのところまで
逃れて くる。怒 り狂った巫女は杖で二人を打つ。サン ドが恐怖の声をあげてもが くと、現実の








の原型となる日がやって くる。母がパ リに去ったあとのサン ドはその代償としてますます自然
との交流の中に自己の楽 しみを求めるようになる。ll歳頃、サン ドは寂 しさを紛らわすために
コランベと称する独自の神を創造する。当時夢中になって読んでいたホメロスのrイー リアス』
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と、タッンーの 『解放されたエルサ レム』などの影響から、キ リス ト教の神と異郷の神々の融
合体を空想で創 り出したのである。コランベは夜の夢の中に突然形と名前を伴って現れたとい
う。コランベは 「男でも女でもなく、あらゆる姿で現れる」のだが、もっともしば しば女性の




サン ドが後に小説を書 くとき、常に現れて くる。 ピクトルデュのミューズのようにサン ドの芸
術創造の原型となって彼女の生涯の糧ともなったのである。結局、主人公の根本的不幸は亡き
母と継母とい う 「二人の母」の問題に帰着する。そ して実母の不在とその苦悩の克服がこのコ
ント成立の不可欠の条件だったのである。
V異 教的風土
風土性について見てみよう。サン ドは母の不在を補 うため自然の中に逃避 した。その自然と
はまたベ リー地方の異教的な自然でもあった。サン ドの1858年の作品にrフ ランス田園伝説












ところで、「馬を倒 した り、車を引 っ繰 り返 した りする」道路の石の話は既に 『フランス田
園伝説集』の冒頭にでて くる。それは 《五θsPづθ鰐 ∬o伽oゆ づθ鰐soαづ1Zα∬e》(馬鹿石、泥石)
で、これが夜になると怪物の姿を想像させ人々を恐怖に陥れるとも言われている。この田園の
伝説の石の話は 『ピクトルデュの館』の石の伝説のもとになったと思われる。石の伝説の起源






で、ものすごい力で追い出して しまうとい うものである。この妖精伝説の源はサン ドの故郷に
ある。とい うのはサン ドの故郷ベ リーにはおびただ しい伝説が存在 し、その中には妖精にまつ
わる話も多 く、伝説の舞台となる城跡も各所に点在 しているからである。
先に述べたように妖精は石と関係がある。この点について 『フランス田園伝説集』を参照す
ると、マル ト〈martes>と呼ばれ る石 と縁が深い妖精がいる。マル トには男の妖精 〈esprits
male;〉と女の妖精 〈espritsfemelles>の二種類あ り、そのうち男の妖精の仕事は ドルメンや
メン ヒルを持ち上げることだと書かれている。つまりこの例は石と妖精の関係を物語るもので
ある。 したがってこのようなサン ドの故郷の伝説に登場する石を動かす妖精が 『ピクトルデュ
の館』の原型ではないかと推察されるのである。
次に妖精のもう一つの特徴として注 目すべきは 「富」をもたらすとい う点である。 ピクトル
デュの館で拾った美術品のかけらや古銭が後になって高価なものとわか り、やがて主人公に富
をもたらす。この点についても 『フランス田園伝説集』の中によく似た例が見られる。それは
メン ヒルや ドルメンの背後に隠された古代の宝物に野心を燃やす人を死にいたらせた り、危害
を加えた りするとい うものだ。このように、妖精は石と、さらに宝物、つまり富と密接な関係
を持っているのである。サン ドの小説中で、物語の最後になって偶然大金が出てきて主人公が
大金持になるとい う話がある。たとえばサン ドのいわゆる社会主義小説であるrアン ジボーの









ルデュの館」でも同様に 「ヴェールをかぶったご婦人は子どもが大すき」である。そ して守 り
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妖精 は 「魔法 使い」や 「魔女」 としば しば 同義語 であ る。『フラン ス 田園伝説集』 に よると、
農民た ちは妖精を 〈femmesauvage>と呼んでい る。それは 「白い狼に子供を食わせ る」魔女
であ った。従 って妖精 の起源 とは魔女 の起源 で もある。妖精 は古代 の宗教においては 〈dame>
と呼ばれていた異教 の 「女神」であ った。 ところが一神教であ るキ リス ト教が入 って きてか ら
はそ の権威は失墜 した。妖精は 「魔女」 と して迫害 された。あ るいは またキ リス ト教に 同化 さ
れて神聖 な存在 となった りした。 しか し田舎では依然 と して妖精信仰が生 き残 った。妖精伝説
はキ リス ト教 と異教 の激 しいせめ ぎ合い の歴史 の中か ら生 まれた のであ った。サン ドは徹底 し
た パガ ニス ムの立 場に立 って 『フ ラン ス 田園伝説 集』 を書 いて いる。そ してその 同 じ思想が
『ピク トル デ ュの館』 の妖精伝説 の中に も流れてい るのであ る。
③神話的要素
神話的要素 と して まずあげ られ るのは、 ヒロイン の名前 デ ィアーヌであ る。 デ ィアーヌとは
ローマの豊饒神、あ るいは 出産を助け る神 デ ィアーヌ(ディアナ)のことで、 ギ リシア神話 のア
ル テ ミスにあた る。 アル テ ミスの水浴を 目撃 した ア クタイ オン は鹿に変え られ、犬にかみ殺 さ
れ る とい う水 浴の話で知 られ てい る。『ピク トルデ ュの館』 で もそれにち なんだ場面 があ る。
デ ィアーヌが泊 った館 の一室は、 ローマ風浴室 の跡で噴水がわいてい る。そ して 「デ ィアーヌ
の浴室」(baindeDiane)と名付け られてい る。 この箇所は 明らかに神話 のデ ィアーヌの水浴を
踏 まえてい るに違い ない。
デ ィアーヌは、以前、 とて もひ どい絵入 りの古い神話 の本を持 っていた ことがあ りま した。
・それで も四、五人、絵本 の中で好 きだ った のは、わか るよ うな気が しま した。 コ ップを
ささげてい るや さ しいエベ、 クジャ クをつれてい る誇 り高い ジ ュノオ、れい の小 さなぽ う
しをかぶ った意気 なメルキ ュール、花わをい っぱい身につけてい るフ ロラ。 デ ィアーヌは、




扉を開 く。このことをさらに象徴的に表 しているのは、ディアーヌが館で拾った子供のバ ッカ
スの顔が彫ってあるモザイ クの破片である。サン ドは語 り手を通 じて次のように言 う。
ギ リシアの芸術家は、 じぶんを偉大だ と思 っていた のだ。そ して、それを もっとも小 さい
ものの中 にまで実現 させ たのだ。...ローマ もや っぱ り偉大 な芸術家だ った1気 品は ギ リシ
ア人にお と り、 ギ リシア人ほ ど純粋では ないが、や っぱ り真実だ。ほん と うに生命あ るも
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のの中に、生命を感 じる能力を持 ってい る。(前掲書,p.196)
バ ッカスの神を彫 った小 さな石 のかけ らが今 もデ ィアーヌを感動 させ るのは、それを刻んだ人
が心を こめて作 ったか らであ る。 ここには まさにサン ド自身 の芸術観が表現 されてい る。
ところでバ ッカス神 とは酒の神 であ り、豊か な実 りを もた らす農業 神 である。それ は また
「熱狂」(enthousiasme)と「愛 の欲望」(d6siramoureux)を象徴す る。バ ッカス祭では酒を飲
み、踊 り、乱痴気騒 ぎが行われ る。 こ うした 自由奔放 なバ ッカス神 の本質が芸術に結びつ くの
であ る。
さて、バ ッカス祭 の系統に属す るもので、サン ドの故郷 のベ リー地方 の風習 の中に残 ってい
る祭式があ る。それはサン ドが 『魔 の沼』(1846)の付録 と して書いてい るもので、婚礼 の後に
行われ る 「キ ャベ ツ」(LeChou)とい う祭 であ る。 ぼろを まとい、酒に酔 い しれた 「異教徒」
(lepaien)と呼ばれ る男 が、子孫繁 栄 の 「象徴的植物」 であ るキ ャベ ツを花嫁花婿 の家に運ぶ
のであ る。サン ドは この儀式を と りしきる 「異教徒」に、バ ッカスの痕跡を認めてい る。つ ま
り、「異教徒」 は古代 において豊饒 の神 であ ったが時代 とともに堕落 し、放蕩 の神 とな った プ
リアプスのことであ る。そ の起源は ローマ時代 のサ トゥル ヌス祭、あ るいは ギ リシアのバ ッカ
ス祭であ ろ うと述べてい る。そ してそ こにはキ リス ト教以前 の神秘があ ると主張す る。繰 り返
せば 「異教徒」 の背徳的 な面は、中世キ リス ト教を通 り越す ことに よって付随 して きた もので、
もともとは豊産を祝 う神聖 な存在であ った のだ。(LaMareau.)♂α∂1θ,p.164～175)
サン ドが 『ピク トル デ ュの館』において、バ ッカス神を芸術に結びつけた のもそ こに芸術 の
根源的エ ネル ギーを認めたか らであ ろ う。サン ドの芸術は禁欲的 なカ トリシズムよ り、む しろ
自由で解放的 な、 よ り人間的 と思われたパ ガニスムに基礎をおいてい るのであ る。以上 のよ う
に 『ピク トル デ ュの館』は故郷 の異教的風土を背景にサン ド独特 の芸術観を表現 していた。
結論
妖精は なぜ ヴ ェールをかぶ っていた のであ ろ うか?ヴ ェールをかぶ ってい ること、それは顔
を見たい、つ ま り母 の顔を見たい、母に会いたい とい う切 なる願いが拒否 されてい ることを意
味 してい る。 同時に また神秘 のヴ ェールはそ の下にサン ドの芸術創造 の秘密を隠 していた。 ピ
ク トル デ ュ(ね じれ岩)が 火 山か らで きた とい う設定は このことと無関係では ない。火には生
命 の根源的 な力があ る。 とす ると、 このコン トの題名 自体がサン ドの芸術観を象徴 した ものだ
と言え る。 ヴ ェールが取 り除かれ、 まだ一度 も見た ことのない亡 き母 の顔を何 も見ず 〈空想〉
で描いた ことが、芸術家へ の第一歩を開いた のだ。〈portraitdefantaisie>とい う語 は、[モ デ
ルが な く]想像 でか いた肖像画 とい う意味 であるが、 『ピク トル デ ュの館』が まぎれ もな くフ ァ
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ある。 しか し、作家生活のかたわら絵画も生涯にわたって描き続けた。今 日、画集も出版され





その理由の一つとして 「教訓色」をあげていた。 しか し、この作品における 「教訓色」は、勤
勉で多 くの友を持つサン ド自身の人間性からくるものである。またアンデルセンなどと比べて
「真実の詩」が欠如 しているとい う批判については、]V章で見たように幼 くして母と別れたサ
ンドの悲 しみと苦悩を理解すれば 「真実」が欠けているとは言いがたい。また 『フランス田園
伝説集』のまえがきに見られるように故郷の伝説は 「詩的創造力のみなもと」であった。 した
がって故郷の自然美に通 じるこのコン トに 「真実の詩」が欠けていると断定することはあまり
にも早計すぎると思われる。「才能の目覚めと開花」が子 どもの文学のテーマとして不適切で
あるとい う点については、あらゆるテーマが児童文学に取 り入れられるようになった今 日では
まった く問題はない。む しろ 「子どもの自立」は児童文学の根本的なテーマなのである。厳密
にはアンデルセンなどとの比較を行 う必要があるが、それはまた別の機会に したい。以上から
『ピクトルデュの館』はカレーニン説に反 して、夢と現実の交錯から成る優れた児童文学作品





aged∂ πo規 規 θ襯z勿 θ ⑳ απo痂,auquelriennesauraitetrecompar6danslasuite.(H.tiI,
P.529)15)
ジョルジュ・サン ドは、生涯かけて 「失われた幼年の幸福」を回復するためにコランベの周





『ピク トル デ ュの館』は、 メル ヒェンか ら幻想的 コン トを経て、やがて フ ァン タジーへ と発
展す る過程にあ った。 デ ィアーヌが見た 「妖精 の城」は メル ヒェン の要素を持 っていたが、 同
時に主人公 の心を映す鏡で もあ った。幻想小説 『緑 の貴婦人た ち』(1857)にも ピク トル デ ュの
妖精 と同 じ緑色 の ドレスを まとった女 の幽霊が登場す る。 しか し 『ピク トル デ ュの館』には、
もはや幻想 小説 の 「恐怖」 はない。 「めざめ るばか りの美 しさで、着てい る緑色 の着物 はエ メ
ラル ドの粉をふ りまいた よ うに光 ってい る」 のであ った。空想 の 『ピク トル デ ュの館』 の中で
デ ィア ー ヌは 自己 自身 を発 見 し、成 長 してい く。 ま るでrは て しない物 語』Digσ卿π41娩θ
Gθs6雇6砺θのバスチ ャン少年 が、現実世界 における父 との葛藤 を空想 の城 「ファン タージ ェン」
に遊ぶ ことに よって克服 した よ うに。
自伝に よれば、 ノアン の敷地 内の森 の中に母が選んだ場所があ った。 ス ミレ、桜草、 ツル ニ
チ ニチン ウなどの花 々に縁取 られた小道 の奥 の リラとサン ザ シの木 の下だ。そ の 「小 さい巣」
にベン チを置 き、母は手仕事を持 って きて し、幼いサン ドはお もちゃを持 ちこんで遊んだ。そ
して石や レン ガで家を作 り、 「妖精 の城」、「眠 りの森 の宮殿」 と名付けた とい う。 この幼い 日
の記憶 こそ 『ピク トルデ ュの館』 の原 点にな ったのだ。『失われ た時 を もとめて』.4伽 名励 傑
thedatempsperchの作者 プル ース トが愛 した のも、サン ドのこのよ うなフ ァン タジーでは な
か っただ ろ うか?
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